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                 おしながき 

                    ①小島村（東田家旧蔵史料）からみる大和の農村 

                    ②年代記を読む  幕末維新の天理周辺の様子を知る 

 

はじめに 

 2023年 3月 小島町東田家より史料の寄贈  ／整理報告 

  「「小島町東田家旧蔵文書」について」 

    （『天理市文化財調査年報令和 6（2024年度）』天理市教育委員会、2026年） 

 東田家   小島村庄屋を経験 

 小島町  現在天理市内で最も人口が少ない町  8世帯 15人  

       （多い町  櫟本町 4515人、柳本町 3575人） 

 

１ 史料の状況と概況   

   1110点 箱１～9に整理  家・村の文書 

   家文書 布留社年預補任 年代記 

   村文書 年貢 水害 戸籍 触留 検地帳 宗門改帳  

 

２ 小島村 

 天理市の西端 

 大和盆地の低湿地域 大和川・布留川が合流  洪水被害 

 村高 80.96石 （文禄検地帳写） 

    18世紀後半に石高が増える 86.96石 （落地藪高 4.318石 堀埋薮 1.54石） 

 人口 10軒 46人  （嘉永 6年「宗旨御改帳」） 

     浄土宗称念寺（庵治村）1軒、同宗浄国寺（勾田村）5軒、融通念仏宗平野本山が 2軒、 

     浄土真宗浄教寺（南都三条町）2軒。 

 

３ 領主・山口氏 

   信濃国出身 

   知行 3000石  丹波国で郡代、伏見定番 

    陣屋は平等坊  明治 4年取り払い 

    直房の時、寛文 2年に弟直友へ 500石分ける（小路・杉本） →宝暦 4年、断絶 

      以後 2500石 

    慶応 3年 9月 小島・備前・杉本は幕領へ 

   

４ 年貢徴収 

 納入する年貢高の〆を書かない 

 飢饉の年   
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 備前・上田家が在地代官 他の家については未検討 

 綿の毛見  上中下皆無に分ける   

 

表１ 小島村の年貢高・代官 

和暦 西暦 
村高
（石） 

永荒 免 
年貢高
（石） 

   

万治 2 1659 80.96 12.73 0.6600  45.03180  能勢庄兵衛 加藤左大夫   2-109-2 

万治 3 1660 80.96 12.73 0.6400  43.66720  能勢友右衛門 加藤左太夫   2-109-5 

延宝 3 1675 80.96   0.3630  29.38848  村田清左衛門 山口友右衛門   2-109-14 

延宝 4 1676 80.96   0.1800  14.55480  田中惣兵衛 村田清左衛門   2-109-4 

元禄 4 1691 80.96   0.5000  40.48000  小河平兵衛   2-109-6 

元禄 5 1692 80.96   0.4975  40.27760  小河平兵衛   2-109-7 

元禄 6 1693 80.96   0.3600  29.14560  小河平兵衛   2-109-8 

元禄 7 1694 80.96   0.5050  40.88480  小河平兵衛   2-109-9 

元禄 12 1699 80.96   0.5180  41.93728  小河平兵衛   2-109-10 

元禄 13 1700 80.96   0.5350  43.31360  小河平兵衛   2-109-3 

元禄 14 1701 80.96   0.3750  30.36000  小河平兵衛   2-109-11 

元禄 15 1702 80.96   0.5100  41.28960  上田六兵衛 小河平兵衛   2-109-12 

元禄 16 1703 80.96   0.5275  42.70640  上田六兵衛 小河平兵衛   2-109-13 

寛保元 1741 80.96     32.81950  上田安右衛門   2-103-8 

享和 3 1803 86.818     47.22970  上田重左衛門 菊岡治郎右衛門 
口米、拝借米返済
あり 

2-105-30 

文化元 1804 86.818   0.3980  33.92380  上田重左衛門 菊岡治郎右衛門 
口米、拝借米返済
あり 

2-105-33 

文化 3 1806 86.818     52.02110  上田重左衛門 菊岡治郎右衛門 
口米、延石利米、
拝借米含む 

2-105-25 

文化 4 1807 86.818   0.4480  38.41550  上田重左衛門 菊岡治郎右衛門 口米、返納米あり 2-105-27 

文化 6 1809 86.818   【0.535】 43.09653  上田重左衛門 引米あり 2-105-26 

文化 9 1812 86.818     46.40763  上田重左衛門 木口久右衛門 
年貢高に記載漏れ
あるか 

2-105-29 

文化 13 1816 86.818   【0.535】 48.44163  上田重左衛門 木口久右衛門 拝借米返済あり 2-105-2 

文政 2 1819 86.818   【0.535】 48.44763  上田重左衛門 木口久右衛門 拝借米返済あり 2-105-1 

天保 8 1837 86.818   【0.535】 42.41012  上杉徳三郎 安波甚七 広田儀平 引米あり 2-105-13 

天保 11 1840 86.818   【0.535】 42.84137  広田儀左衛門 上杉徳三郎 
引米、拝借米返済
あり 

2-105-19 

天保 13 1842 86.818   【0.535】 41.21486  広田儀左衛門 上杉徳三郎 引米あり 2-105-11 

天保 14 1843 86.818   【0.535】 44.82907  広田儀左衛門 上杉徳三郎 引米あり 2-105-16 

弘化 2 1845 86.818   【0.535】 41.46645  広田儀左衛門 上杉徳三郎 引米あり 2-105-18 

弘化 3 1846 86.818   【0.535】 41.96294  広田儀左衛門 上杉徳三郎 引米あり 2-105-17 

嘉永 5 1852 86.818   【0.535】 22.82010  広田儀太夫 上杉徳三郎 引米あり 
2-105-20、
23 

嘉永 6 1853 86.818   【0.535】 26.98250  広田儀太夫 上杉徳三郎 引米あり 2-105-22 

安政 2 1855 86.818   【0.535】 41.77976  広田儀左衛門 上杉徳三郎 引米あり 2-105-9 

安政 3 1856 86.818   【0.535】 37.91183  広田儀左衛門 上杉徳三郎 引米あり 2-105-10 

安政 4 1857 86.818   【0.535】 43.60656  広田儀左衛門 上杉徳三郎 引米あり 2-105-8 

安政 5 1858 86.818   【0.535】 35.47397  広田儀左衛門 上杉徳三郎 引米あり 2-105-7 

安政 6 1858 86.818   【0.535】 36.29643  広田儀左衛門 
引米、拝借米返済
あり 

2-105-21 

万延元 1860 86.818   【0.535】 36.85083  広田儀左衛門 上杉徳右衛門 引米あり 2-105-6 

文久元 1861 86.818   【0.535】 40.12667  
広田儀左衛門 広田儀平 上杉徳右衛門 
上田喜久右衛門 

引米あり 2-105-5 

文久 2 1862 86.818   【0.535】 41.92027  広田儀左衛門 広田儀平 上田喜久右衛門 引米あり 2-105-3、4 

慶応 3 1867 80.818     43.54803  石原清一郎 夫銀は別 2-109-19 

慶応 4 1868 86.818     43.24830  石清一郎 口米・夫銀など別 2-105-31 

明治 2 1869 86.818     17.96730  奈良県御役所 口米・夫永は別 2-109-20 

明治 3 1870 86.818     23.28900  奈良県租税御役所 口米・夫銀など別 2-109-15 

注 網掛けの部分は史料に記されておらず、村高と免をもとに幡鎌が計算した数字。【 】は定免の免高、実際にはここから引高を

除いたのが年貢高である。 

 



3 

 

 

表２ 山口勘兵衛領の村々                 表３ 山口家歴代（『寛政重修諸家譜』等） 

村名 石高（石） 備考 

鉾立（新庄）村 562.34  

木殿 390.87  

平等坊 294.20  

杉本 395.18 
227.301 石は後幕領

となる 

小島 80.96  

阿波（合場村） 374.65  

備前村（相給） 299.04  

上総村（相給） 75.00  

小路村 277.34 幕末に幕府領 

岩室村（相給） 250.45  

計 3000.03  

出典：「大和国著聞記」（『奈良史料叢書 7 庁中漫録 17～21） 

 

                        

表４ 「辰年（享保 9）御免定下札之事」の内訳 

  高（石） 免 年貢高（石） 

村高 80.960     

検見分 綿上毛 6.584 0.30 1.9752 

綿中毛 3.700 0.20 0.7400 

綿下毛 2.918 0.10 0.2918 

綿皆無 1.810 0.00 0.0000 

川表水押皆無 9.321 0.00 0.0000 

稲中毛 1.188 0.20 0.2376 

稲下毛 3.540 0.10 0.3540 

稲皆無 1.600 0.00 0.0000 

年貢高 30.661   3.5986 

定免分 50.299  0.58 余 29.2209 

年貢総計     32.8195 

 

    内容 石高（石） 

年貢高   32.81950  

 支払 卯辰先納利息 1.96295  

御蔵払 5.00000  

御蔵払 5.00000  

御蔵払 10.00000  

御蔵払 5.00000  

御蔵屋敷 0.09000  

御役料庄屋給 1.60000  

計   28.65295  

差引   4.16655  

口米   0.98458  

直友 

天正 13 徳川家康に仕える。文禄 4 年近習。薩
摩島津家とかかわりが深く、関ケ原合戦後島
津家の戦後処理に関わり、大和国山辺郡に
3000 石を与えられ、丹波郡代を兼任。山口勘
兵衛組として 34 騎を付され大和国 5000 石を
あわせて支配する。元和 8.9.27 没。 

真堅 元和 8.9 遺領を継ぐ、寛文 2.2.19 没 

直房 寛文 2.12.9、遺領を継ぎ、その際弟直友へ 500
石を分つ。寛文 9.6.10 没 

直之 
寛文 9.7.10 遺領を継ぐ。元禄 9.4.11～宝永
3.9.25 下田奉行。正徳元.5.13 没。 

直意 
正徳元.7.23 遺領を継ぐ。延享 3 年陸奥国・松
前巡見。宝暦 6.8.23 没。 

直良 宝暦 6.11.4 遺領を継ぐ。文化 3.4.11 没 

直温 文化 8.11 使番、文政 8.6.17使番を辞す。 

直養 天保 13.2.14 駿府地震修覆御用。安政 5.9 没 

直毅 

安政 5.2.20 学問所教授方出役、安政 5.12.6
家督相続。文久 3.5.1 神奈川奉行、慶応元年
4.28 外国奉行。慶応 4.2.8 会計総裁、慶応 4
年 4 月御役御免。 
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③
安
政
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安
政
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コ
レ
ラ 
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⑥
文
久
三
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攘
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・
天
誅
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⑦
慶
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二
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打
ち
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わ
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え
え
じ
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な
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⑨
慶
応
四
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鳥
羽
・
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の
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（
略
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④
慶
応
四
年 

洪
水 

  

 

 

   


